
【GIGA×指導の工夫・改善】 単元の進捗状況を確認するための、デジタルホワイトボードの使用

富山市立芝園小学校（富山県）【指定校】リーディングDXスクール事業 【GIGA×指導の工夫・改善】
様式Ⅱ-B1

＜考察＞
子供たちは互いの課題や進捗状況を把握
することで、自分の相対的な学習状況を知
ることができる。また、仲間と課題を共有
することで、自分と似た課題をもつ仲間や、
自分がまだ解決していない課題を解決しよ
うとしている仲間も分かる。児童は目的を
もって仲間と関わることができ、探究の質
を高めることができる。
一人一人の学習状況を１つにまとめるこ
とで、教師は効率よく進捗状況を確認でき、
子供の実態把握をしやすくなる。
教師は子供の学習状況を把握することで、
児童一人一人にあった声かけをしたり、似
た課題をもっている児童を繋いだりするこ
とができる。また、進捗が芳しくない児童
には、学びの手順を確認したり、悩みを聴
いたりするなどして、追究活動が進んでい
くよう支援することができる。

台紙の色のルールを統一し、それぞ
れの進捗状況を見える化している。

台紙の中には自分の１時間の課題を書く。名前も書いてあり、誰がど
んな課題の解決に向かっているかが分かる。

【課題設定】
自分の調べる
事柄を設定す
る。

【情報収集】
課題に付いて
の事実を収集
する。

【情報整理】
集めた情報を、
整理して必要
な情報を絞る。

【まとめ・表現】
整理した情報を
基に、まとめの
文を作る。

【支援を求める】
探究が行き詰
まった場合、教
師や仲間に助け
を求める。



【GIGA×指導の工夫・改善】 メタ認知を促し、授業の振り返りの充実を図るための表計算ソフトの使用

富山市立芝園小学校（富山県）【指定校】リーディングDXスクール事業 【GIGA×指導の工夫・改善】
様式Ⅱ-B2

＜考察＞

表計算ソフトを利用して振り返
りを行っている。子供は学習の最
後に振り返りを行い、自分の学び
のメタ認知ができるようにしてい
る。また、動画や参考webサイト
のリンクを貼り付けることもでき、
子供は授業と授業の間にも、追究
を進めたり、友達の情報を参照で
きたりする。
子供は、互いの振り返りを読む
ことができるため、記入されてい
る内容を参考にしたり、自分が気
になる内容を直接聞きに行ったり
するなど、関わりが増え、課題の
解決につなげることができる。
振り返りから、学習状況を把握
することができるだけでなく、子
供の成果物をリンクで共有するこ
ともでき、子供の思考をより細か
く把握することができる。

【自分の大課題】子供が単元を通して解決
したい事柄を入力する。子供は毎時間の課
題が、大課題の解決に向かっているか、子
供も教師も確認しながら活動に取り組む。

【自分の課題】
子供が１時間ご
との課題を記入
する。授業の暴
動に書き込むこ
とで、子供は１
時間の方向性を
明確にすること
ができる。

【文字数】

振り返りの文字数
を表示している。
子供は自分が書き
込んだ文字の量を
可視化することが
でき、担任は、子
供の学びの言語化
を促す事ができる。

【新しい疑問】

その日の学びを次
時に繋げるために、
子供自身で解決し
ていない課題を記
入する。次時は書
いた事柄を踏まえ
て、学習に取り組
む。

【セルの色の変化】

子供自身が強調したいこ
とや、仲間に読んでもら
いたいことに、色を付け
る。全員分の振り返りを
見ることができるため、
子供は色を付けた箇所を
素早く確認して、関わり
を増やすことができる。

【先生からのコメント】子供の振り返りに対して、担任は称賛や、学び方の
価値付け、問い返しをする。子供は、からの言葉を踏まえて次時に取り組む
ことで、次の課題や活動が明確にして活動に取り組むことができる。


